
一
月
三

0
日

二
月
一
三
日

昭
和
六
二
年

S
九
日

―
一
月
七
日

九
月

―――日

昭
和
六
一
年

比
嘉
市
長
・
吉
長
総
務
部
長
・
名
嘉
原
教
育
部

長
・
宮
城
図
書
館
長
「
琉
球
王
国
評
定
所
文

書
」
に
つ
い
て
打
合
せ
を
行
う
。

宜
保
助
役
。
宮
城
図
書
館
長
、
東
京
側
か
ら
比

嘉
実
氏
・
梅
木
哲
人
氏
が
加
わ
り
、
国
立
公
文

琉
球
王
国
評
定
所
文
書
刊
行
事
業
に
あ
た
っ
て

嘱
託
員
を
置
く
た
め
、
第
六
回
市
教
育
委
員
会

臨
時
会
に
「
浦
添
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
提
案
。
原
案
通

り
可
決
。

「
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
」
刊
行
計
画
発
表

書
館
等
に
お
け
る
評
定
所
関
係
文
書
の
調
査
を

行
う
。

「
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
」
編
集
日
誌

五

月

八

日

五
月

一
日

四
月

一
日

―
―
―
月
一
九
日

三
月
二
五
日

三

月

九

日

（
琉
球
新
報
・
沖
縄
タ
イ
ム
ス
）

琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
嘱
託
員
欄
を
新
規

に
制
定
す
る
た
め
第
六
十
回
市
議
会
定
例
会
に

お
い
て
議
案
第
十
八
号
「
浦
添
市
特
別
職
の
職

員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
提

案
。
原
案
通
り
可
決
。

国
立
公
文
書
館
よ
り
許
可
を
受
け
る
。

「
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
」
刊
行
事
業
ス
タ
ー
ト

琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
を
設
置
す

る
た
め
、
第
三
回
市
教
育
委
員
会
定
例
会
に
議

案
第
七
号
「
浦
添
市
附
属
機
関
設
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
提
案
。
原

案
通
り
可
決
。
「
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
」
刊

行
事
業
に
伴
う
嘱
託
員
小
野
ま
さ
子
採
用
。

東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
資
料
室
へ
「
琉
球
評

定
所
記
録
」
の
出
版
掲
載
許
可
申
請
。

国
立
公
文
書
館
へ
評
定
所
文
書
の
「
出
版
掲
載

等
に
つ
い
て
」
申
請
。
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六
月
二
四
日

六
月
二

0
日

六

月

九

日

六
月

r 

ノ‘

二
日 月

五
月
―
二
日

s
ニ
―
―
日

五
月
二

0
日

五
月
二
二
日

五
月
二
九
日

比
嘉
市
長
・
宮
城
図
書
館
長
・
我
部
政
男
琉
球

大
学
教
授
が
、
東
京
大
学
お
よ
び
国
立
公
文
書

館
へ
行
き
、
刊
行
許
可
な
ら
び
に
協
力
要
請
。

（
梶
田
明
宏
氏
他
）

東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
資
料
室
よ
り
、
刊
行

許
可
の
通
知
書
受
領

第
一
回
事
務
局
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

第
二
回
事
務
局
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

浦
添
市
立
図
書
館
研
究
室
で
「
琉
球
王
国
評
定

所
文
書
」
購
読
勉
強
会
が
始
ま
る
。
（
隔
週
金

曜
日
夜
六
時
か
ら
九
時
）

第
三
回
事
務
局
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

第
四
回
事
務
局
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
島
尻
克
美
氏
他
）

第
五
回
事
務
局
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

浦
添
市
立
図
書
館
協
議
会
に
て
「
琉
球
王
国
評

定
所
文
書
」
刊
行
計
画
を
報
告

評
定
所
文
書
筆
耕
原
稿
料
支
払
い

評
定
所
文
書
筆
耕
原
稿
料
支
払
い
開
始

八
月
一
八
日

八

月

七

日

八

月

四

日

七
月
一
七
日

七
月
ニ
―
日

七

月

七

日

七
月

句
読
点
の
問
題
・
目
録
発
行
の
件
・
各
担
当
委

三
日
一
第
七
回
教
育
委
員
会
定
例
会
に
議
案
第
十
九
号

「
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
規
則
」

な
ら
び
に
議
案
第
二

0
号
「
琉
球
王
国
評
定
所

文
書
編
集
委
員
会
の
委
託
に
つ
い
て
」
を
提

案
。
原
案
通
り
可
決
。

第
六
回
事
務
局
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

第
七
回
事
務
局
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

編
集
委
員
へ
辞
令
公
付
式
お
よ
び
第
一
回
編
集

委
員
会
開
催
。

委
員
長
・
副
委
員
長
（
二
人
）
の
互
選
の
結
果

委
員
長
•
島
尻
勝
太
郎
氏

副
委
員
長
・
我
部
政
男
氏
、
比
嘉
実
氏

第
二
回
編
集
委
員
会
開
催

編
集
作
業
の
推
移
・
筆
耕
原
稿
の
提
出
状
況
・

句
読
点
・
体
裁
。
担
当
者
等
の
検
討
な
ど
沖
縄

側
委
員
を
中
心
と
し
て
方
針
を
決
定
。

第
八
回
事
務
局
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

第
三
回
編
集
委
員
会
開
催
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―
二
月
二
六
日

-
0月
一
五
日

-
0月
二
三
日

-
0月
三

0
日

―
一
月
―
二
日

―
一
月
一
三
日

―
一
月
二

0
日

―
一
月
二
五
日

-
0月
七

日

-
0月

一
日

九
月
―
―
日

九

月

五

日

九
月

一
日

員
へ
の
原
稿
依
頼
決
定

第
一
巻
担
当
委
員
•
島
尻
勝
太
郎
委
員
長

池
宮
正
治
委
員
・
糸
数
兼
治
委
員

西
里
喜
行
委
員
・
高
良
倉
吉
委
員

第
九
回
事
務
局
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

第
十
回
事
務
局
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

各
担
当
委
員
へ
の
各
文
書
解
題
依
頼

第
一
巻
収
録
文
書
数
一

0
．
担
当
委
員
五
人

第
十
一
回
事
務
局
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

第
十
二
回
事
務
局
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

入
札
説
明
会
（
参
加
業
者
四
社
）

入

札

（

参

加

業

社

四

社

）

株
式
会
社
南
西
印
刷
と
契
約

（
棒
ゲ
ラ
）

三
二
号
以
下
／
校
正
作
業
開
始

編
集
委
員
長
へ
第
一
巻
総
説
依
頼

第
二
二
回
事
務
局
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

初
校
が
出
始
め
る
。

入

稿

資
料
本
文
へ
の
句
読
点
を
担
当
委
員
へ
依
頼

三
月

三
日

二
月
一
六
日

二

月

九

日

一
月
一
九
日

一
月
二
九
日

二
月
一
九
日

二
月
ニ
―
日

S
二
五
日

三
月
一
七
日

一
月
七
日

昭
和
六
三
年

史
料
集
の
販
売
の
件
に
つ
い
て

第
一
六
回
事
務
局
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

第
六
回
編
集
委
員
会
開
催

史
資
料
室
訪
問
（
高
良
倉
吉
委
員
・
小
野
ま
さ

第
五
回
編
集
委
員
会
開
催

原
文
照
合
準
備
に
伴
う
チ
ェ
ッ
ク
作
業
及
び
リ

各
担
当
委
員
よ
り
解
題
原
稿
提
出

第
一
四
回
事
務
局
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

第
四
回
編
集
委
員
会
開
催

原
文
照
合
準
備
に
伴
う
チ
ェ
ッ
ク
作
業

原
文
照
合
担
当
委
員
決
定
（
高
良
倉
吉
委
員
）

第
一
五
回
事
務
局
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
の
件

各
解
題
原
稲
入
稿

原
文
照
合
の
た
め
、
東
京
大
学
法
学
部
法
制

子
嘱
託
員
）

初
校
完
了
、
再
校
が
出
始
め
る
。
（
棒
ゲ
ラ
）
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山
本
弘
文

安
岡
昭
男

高
良
倉
吉

西
里
喜
行

田
里

崎
浜
秀
明修

梅
木
哲
人

委
池
宮
正
治

糸
数
兼
治

員
比

嘉

実

副
委
員
長

我
部
政
男

島
尻
勝
太
郎

委
員
長

琉
球
大
学
教
育
学
部
教
授

法
政
大
学
文
学
部
教
授

琉
球
大
学
法
文
学
部
教
授

沖
縄
県
立
図
書
館
主
幹

長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授

沖
縄
法
制
史
研
究
家

沖
縄
大
学
助
教
授

沖
縄
県
立
博
物
館
主
査

法
政
大
学
教
授

琉
球
大
学
法
文
学
部
教
授

法
政
大
学
助
教
授

琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会

沖
縄
歴
史
研
究
家

小
野
ま
さ
子
編
集
担
当
嘱
託

名
護
正
輝

宮
城
篤
正

糸
数
兼
治

三
二

0
号

池
宮
正
治

付

説

糸

数

兼

治

総

説

島

尻

勝

太

郎

第
一
巻
総
説
・
付
説
及
び
解
題
執
筆
者
（

三
二
号

三
三

0
号

三
六
七
号

八

0
0号

ニ
ニ
ニ
五
号

一
三
二
七
号

三
一
三
五
号

一
三
三
六
号

一
＿
―
-
三
七
号

糸
数
兼
治

高
良
倉
吉

糸
数
兼
治

糸
数
兼
治

高
良
倉
吉

高
良
倉
吉

西
里
喜
行

西
里
喜
行

編
集
委
員
会
事
務
局

（
新
城
敏
男
）

（
比
嘉
千
恵
子
）

（
島
村
幸
一
）

（
崎
浜
秀
明
）

（
島
村
幸
一
[
)

（
漢
那
敬
子
）

（
漠
那
敬
子
）

（
大
城
康
洋
）

（
小
野
ま
さ
子
）

（
梶
田
明
宏
）

浦
添
市
立
図
書
館
長

浦
添
市
立
図
書
館
奉
仕
係
長

）
は
一
次
筆
耕
者
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本
市
は
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
て
「
太
陽
と
み
ど
り
に
あ
ふ
れ
た
国
際
性
ゆ
た
か
な
文
化
都
市
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、
昭
和
六
十
一
年

度
を
基
準
年
度
と
し
て
第
二
次
甚
本
構
想
が
ス
ク
ー
ト
し
た
。
現
在
、
鋭
意
そ
の
実
現
に
向
け
て
諸
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の

町
づ
く
り
の
墓
本
姿
勢
は
、
具
体
的
に
は
「
て
だ
こ
の
都
市
・
浦
添
」
を
理
想
的
な
都
市
像
と
し
て
設
定
、
そ
こ
で
は
「
人
間
尊
重
・
自

立
。
平
和
」
を
基
本
理
念
と
す
る
。
更
に
「
市
民
の
連
帯
。
自
然
と
の
調
和
・
歴
史
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
」
を
基
本
姿
勢
と

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
教
育
と
文
化
関
係
に
し
ぼ
っ
て
全
体
の
行
動
指
針
を
み
る
と
「
文
化
の
か
お
る
心
豊
か
な
町
づ
く

り
」
と
施
策
の
方
向
で
は
「
心
豊
か
な
市
民
を
育
て
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
市
民
会
館
・
中
央
公
民
館
。
図
書
館
・
児
童
館
等
の
教
育
文
化
施
設
の
建
設
を

始
め
、
現
在
、

工
芸
美
術
館
（
仮
称
）
の
建
設
計
画
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
六
十
三
年
度
に
建
築
工
事
が
始
ま
り
、
昭
和
六
十
四
年

一
方
、
県
内
市
町
村
で
最
初
に
文
化
課
を
設
置
、
市
内
の
文
化
行
政
は
も
と
よ
り
幅
広
く
た
く
さ
ん
の
文
化
事
業
が
企
画
、
実
施
さ
れ

て
き
た
。
現
在
、
鋭
意
編
集
発
行
さ
れ
て
い
る
「
浦
添
市
史
」
も
市
民
参
加
の
市
民
の
た
め
の
市
史
作
り
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
。
昭
和
六
十
二
年
度
は
図
書
館
内
に
「
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
」
刊
行
事
業
に
か
か
わ
る
編
集
事
務
局
が
お
か
れ
た
。
「
琉
球
王
国
評

定
所
文
書
」
全
十
二
巻
は
、

五
ヶ
年
継
続
事
業
で
あ
り
、
文
化
の
都
市
・
浦
添
を
実
現
す
る
た
め
の
一
大
事
業
で
あ
る
。

昭
和
六
十
一
年
六
月
我
部
政
男
琉
球
大
学
教
授
が
警
察
庁
書
庫
内
で
旧
琉
球
藩
評
定
所
文
書
二
十
一
冊
を
確
認
し
た
。
同
文
書
の
発
見

こ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
多
少
ふ
れ
て
み
よ
う
。

度
中
に
は
開
館
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

編
集
後
記
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や
状
況
か
ら
図
書
館
が
担
当
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

気
に
盛
り
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

の
き
っ
か
け
に
つ
い
て
は
当
時
の
新
聞
報
道
に
詳
し
い
。
編
集
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
沖
縄
県
警
察
史
」
の
史
料
調
査
の
た
め
我
部

教
授
が
上
京
、
同
文
書
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
経
緯
が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
、
本
市
か
ら
比
嘉
市
長
・
吉
長
総
務
部
長
が
公
務
で
東
京
へ
出
張
中
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

の
刊
行
に
つ
い
て
話
題
が
起
こ
り
、
同
事
業
の
意
義
深
さ
と
重
要
性
、

帰
任
。
そ
こ
で
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
検
討
し
た
結
果
、

か
つ
ま
た
、
行
政
効
果
の
大
な
る
こ
と
に
心
が
ゆ
り
動
か
さ
れ
て

か
つ
て
の
王
都
と
し
て
富
み
栄
え
た
浦
添
の
時
代
の
高
い
理
想
と
誇
り
、
そ
し
て

市
民
一
人
一
人
に
自
信
と
勇
気
を
与
え
る
た
め
の
有
効
な
文
化
事
業
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
た
。

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
評
定
所
文
書

九
月
三
日
、
比
嘉
市
長
・
吉
長
総
務
部
長
。
名
嘉
原
教
育
部
長
・
宮
城
図
書
館
長
が
同
文
書
刊
行
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
そ
の
結

十
一
月
に
は
宜
保
助
役
•
宮
城
図
書
館
長
が
東
京
へ
出
張
、
東
京
側
か
ら
比
嘉
実
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
助
教
授
・
梅
木
哲
人
長

岡
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
が
加
わ
り
、
国
立
公
文
書
館
（
菅
野
弘
夫
館
長
）
等
に
お
け
る
評
定
所
関
係
資
料
の
調
査
並
び
に
本
市
の
文

化
事
業
に
対
す
る
協
力
要
請
を
行
っ
た
。
昭
和
六
十
二
年
二
月
十
三
日
付
で
県
内
二
紙
が
浦
添
市
の
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
の
刊
行
事
業

に
つ
い
て
大
々
的
な
報
道
を
行
っ
た
。
県
内
外
か
ら
の
反
響
は
大
き
か
っ
た
。
こ
こ
に
同
刊
行
事
業
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
機
運
が
一

西
原
教
育
長
。
名
嘉
原
総
務
部
長
は
同
事
業
を
主
管
す
る
課
に
つ
い
て
検
討
。
図
書
館
と
文
化
課
が
候
補
に
上
っ
た
。
各
々
の
意
義
付

け
と
し
て
は
、
図
書
館
の
資
料
充
実
を
図
る
、
文
化
課
設
置
五
ケ
年
記
念
事
業
等
が
考
え
ら
れ
た
が
、
内
部
調
整
の
結
果
、
諸
般
の
事
情

そ
れ
を
受
け
て
図
書
館
で
は
市
教
育
委
員
会
や
市
議
会
に
対
し
て
「
浦
添
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
「
浦
添
市
付
属
機
関
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
提
案
。
こ
れ
に
対

果
、
教
育
委
員
会
で
取
り
く
む
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
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昭
和
六
十
三
年
三
月

導
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

つ
か
し
い
点
が
多
い
。

れ
た
。
こ
こ
に
衷
心
よ
り
深
く
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

一方、

五
月
、
国
立
公
文
書
館
や
東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
資
料
室
（
石
井
紫
郎
運
営
委
員
長
）
に
対
し
、
目
下
浦
添
市
が
進
め
て
い

る
教
育
の
充
実
、
文
化
の
進
行
を
図
り
、
市
民
の
生
涯
学
習
に
寄
与
す
る
都
市
づ
く
り
の
こ
と
や
文
化
施
策
に
つ
い
て
説
明
、
評
定
所
文

書
刊
行
事
業
に
つ
い
て
の
協
力
な
ら
び
に
出
版
掲
載
許
可
に
つ
い
て
お
願
い
す
る
た
め
、
比
嘉
市
長
・
我
部
政
男
教
授
•
宮
城
図
書
館
長

が
上
京
し
た
。
そ
の
結
果
、
出
版
掲
載
許
可
な
ら
び
に
ご
協
力
等
が
得
ら
れ
た
。
同
月
、
同
刊
行
事
業
に
伴
う
嘱
託
員
が
採
用
さ
れ
た
。

七
月
二
十
一
日
、
各
編
集
委
員
へ
の
辞
令
交
付
式
並
び
に
第
一
回
編
集
委
員
会
開
催
、
委
員
長
と
副
委
員
長
（
二
人
）
を
互
選
し
た
。

ま
た
、
編
集
方
針
、
内
容
、
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
各
史
料
担
当
者
等
の
検
討
に
入
り
、
同
刊
行
事
業
は
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

評
定
所
文
書
は
琉
球
の
歴
史
上
、
第
一
級
の
史
料
で
あ
り
、
同
史
料
刊
行
に
よ
っ
て
沖
縄
研
究
は
も
と
よ
り
、
日
本
史
研
究
は
更
に
進

展
を
見
る
も
の
と
確
信
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
同
史
料
の
筆
耕
作
業
を
は
じ
め
、
編
集
、
解
説
等
に
は
多
く
の
研
究
者
の
参
加
が
必
要
で
あ

っ
た
。
同
史
料
を
所
蔵
し
て
お
ら
れ
る
国
立
公
文
書
館
や
東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
資
料
室
の
ご
好
意
と
ご
協
力
に
よ
り
出
版
掲
載
許
可

な
ら
び
に
特
段
の
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
幸
い
な
こ
と
に
県
内
外
の
多
く
の
研
究
者
の
中
か
ら
編
集
委
員
、
筆
耕
協
力
者
が
得
ら

今
後
、
同
刊
行
事
業
は
県
内
外
の
研
究
者
、
市
議
会
、
行
政
当
局
、
市
民
等
の
御
理
解
と
ご
協
力
を
な
く
し
て
は
推
進
す
る
こ
と
は
む

全
十
二
巻
の
刊
行
が
無
事
完
了
す
る
よ
う
、
各
関
係
機
関
、
研
究
機
関
、
研
究
家
、
多
く
の
市
民
の
絶
大
な
る
ご
協
力
な
ら
び
に
ご
指

編

集

委

員

会

事

務

局

し
、
多
く
の
一
般
質
問
等
が
集
中
し
た
が
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。
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